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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体に記録した複数の画像を表示する画像処理装置であって、
　前記記録媒体に記録した画像を拡大表示する拡大表示手段と、
　画像の拡大表示に用いた拡大位置を含む拡大情報を保持する保持手段と、
　前記拡大表示された画像の拡大位置を移動する拡大位置移動手段と、
　画像送りの指示を行うための画像送り指示手段と、
　画像が拡大表示されている際に前記画像送り指示手段によって画像送りが指示された場
合、次に表示すべき画像の情報に基づいて、該次に表示すべき画像を拡大するか否かを判
定する判定手段と、
　第１の画像が拡大表示されている際に画像送りが指示され、前記判定手段によって該第
１の画像の次に表示すべき第２の画像を拡大しないと判定された場合、該第２の画像を拡
大することなく表示するよう制御する第１の画像送り手段と、
　前記第１の画像送り手段によって表示された前記第２の画像が表示されている際に画像
送りが指示され、前記判定手段によって該第２の画像の次に表示すべき第３の画像を拡大
すると判定された場合、前記第１の画像の拡大表示において用いられ前記保持手段に保持
されていた拡大情報に基づいて該第３の画像を拡大して表示するように制御する第２の画
像送り手段とを有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　記録媒体に記録した複数の画像を表示する画像処理装置であって、
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　前記記録媒体に記録した画像を拡大表示する拡大表示手段と、
　画像の拡大表示に用いた拡大位置を含む拡大情報を保持する保持手段と、
　前記拡大表示された画像の拡大位置を移動する拡大位置移動手段と、
　画像送りの指示を行うための画像送り指示手段と、
　画像が拡大表示されている際に前記画像送り指示手段によって画像送りが指示された場
合、次に表示すべき画像の情報に基づいて、該次に表示すべき画像を拡大するか否かを判
定する判定手段と、
　第１の画像が拡大表示されている際に画像送りが指示され、前記判定手段によって該第
１の画像の次に表示すべき第２の画像を拡大しないと判定された場合、該第２の画像を拡
大することなく、該第２の画像への画像送りを実行する第１の画像送り手段と、
　前記第１の画像送り手段による前記第２の画像への画像送りが実行された後にさらに画
像送りが指示され、前記判定手段によって該第２の画像の次に表示すべき第３の画像を拡
大すると判定された場合、前記第１の画像の拡大表示において用いられ前記保持手段に保
持されていた拡大情報に基づいて該第３の画像を拡大して表示するように制御する第２の
画像送り手段
　とを有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　前記判定手段は、次に表示すべき画像が特定の種別の画像である場合と、次に表示すべ
き画像が破壊された画像である場合との少なくとも一方の場合に、次に表示すべき画像を
拡大しないと判定することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記特定の種別の画像は、動画像であることを特徴とする請求項３に記載の画像処理装
置。
【請求項５】
　前記第２の画像が動画像であるために前記判定手段によって前記第２の画像を拡大しな
いと判定された場合であって、前記第１の画像送り手段によって該第２の画像が表示され
、さらに該第２の画像が動画再生された場合には、画像送りが指示されると該第２の画像
の次に表示すべき第３の画像の情報に関わらず、該第３の画像を拡大することなく表示す
ることを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記第２の画像送り手段は、前記第１の画像の拡大表示において用いられ前記保持手段
に保持されていた拡大情報に含まれる、拡大位置と拡大倍率とに基づいて該第３の画像を
拡大して表示するように制御することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載
の画像処理装置。
【請求項７】
　装置の動作状態に応じて、前記拡大位置移動手段と前記画像送り指示手段の何れか１つ
の機能を、所定の共通部材に割り当てる割り当手段とを有することを特徴とする請求項１
乃至６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　装置の拡大表示モードとして、前記拡大位置移動手段が機能する通常モードと、前記画
像送り指示手段が機能する拡大送りモードを備えており、前記割り当手段は、前記通常モ
ードの場合は前記共通部材に前記拡大位置移動手段の機能を割り当て、前記拡大送りモー
ドの場合は前記共通部材に前記画像送り指示手段の機能を割り当てることを特徴とする請
求項７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　装置の拡大表示モードとして、前記拡大位置移動手段が機能する通常モードと、前記画
像送り指示手段が機能する拡大送りモードを備えており、前記いずれの拡大表示モードで
あるかのガイダンスを表示するガイダンス表示手段をさらに有することを特徴とする請求
項７または８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
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　前記拡大位置移動手段のための操作部材と前記画像送り指示手段のための操作部材をそ
れぞれ別に設け、装置の拡大表示モードにおいて、両方の前記部材による操作を可能とし
たことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記拡大表示手段を機能させる拡大表示モードに移行した後、前記画像送り手段による
画像送り中に画像を消去した場合でも、前記拡大表示モードを解除しないことを特徴とす
る請求項８乃至１０のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記第２の画像送り手段は、前記第１の画像と前記第３の画像との画像のサイズが異な
る場合には、画像全体の割合から拡大位置を計算することを特徴とする請求項１乃至１１
のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記第２の画像送り手段は、前記第１の画像と前記第３の画像との画像の回転角度が異
なる場合には、画像全体の割合から拡大位置を計算することを特徴とする請求項１乃至１
２のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　前記記録媒体に記録されている画像が１枚の場合には、前記割り当手段による割り当て
を制限することを特徴とする請求項７乃至１１のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　被写体を撮像して画像を得る撮像手段をさらに有し、前記記録媒体に記録される画像は
、前記撮像手段により得られた画像であることを特徴とする請求項１～１４のいずれか１
項に記載の画像処理装置。
【請求項１６】
　前記拡大位置移動手段によって前記拡大表示された画像の拡大位置を移動すると、前記
保持手段に保持された拡大情報を更新する更新手段をさらに有し、
　前記更新手段は、前記第１の画像送り手段または前記第２の画像送り手段によって画像
送りが実行されても前記保持手段に保持された拡大情報を更新しないことを特徴とする請
求項１乃至１５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１７】
　記録媒体に記録した複数の画像を表示する画像処理装置の画像表示方法であって、
　前記記録媒体に記録した画像を拡大表示する拡大表示工程と、画像の拡大表示に用いた
拡大位置を含む拡大情報を保持する保持工程と、
　前記拡大表示された画像の拡大位置を移動する拡大位置移動工程と、
　画像送りの指示を行うための画像送り指示工程と、
　画像が拡大表示されている際に前記画像送り指示工程によって画像送りが指示された場
合、次に表示すべき画像の情報に基づいて、該次に表示すべき画像を拡大するか否かを判
定する判定工程と、
　第１の画像が拡大表示されている際に画像送りが指示され、前記判定工程によって該第
１の画像の次に表示すべき第２の画像を拡大しないと判定された場合、該第２の画像を拡
大することなく、該第２の画像への画像送りを実行する第１の画像送り工程と、
　前記第１の画像送り工程による前記第２の画像への画像送りが実行された後にさらに画
像送りが指示され、前記判定工程によって該第２の画像の次に表示すべき第３の画像を拡
大すると判定された場合、前記第１の画像の拡大表示において用いられ前記保持工程に保
持されていた拡大情報に基づいて該第３の画像を拡大して表示するように制御する第２の
画像送り工程とを有することを特徴とする画像表示方法。
【請求項１８】
　記録媒体に記録した複数の画像を表示するように制御するコンピュータを、
　前記記録媒体に記録した画像を拡大表示する拡大表示手段、
　画像の拡大表示に用いた拡大位置を含む拡大情報を保持する保持手段、
　前記拡大表示された画像の拡大位置を移動する拡大位置移動手段、
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　画像送りの指示を行うための画像送り指示手段、
　画像が拡大表示されている際に前記画像送り指示手段によって画像送りが指示された場
合、次に表示すべき画像の情報に基づいて、該次に表示すべき画像を拡大するか否かを判
定する判定手段、
　第１の画像が拡大表示されている際に画像送りが指示され、前記判定手段によって該第
１の画像の次に表示すべき第２の画像を拡大しないと判定された場合、該第２の画像を拡
大することなく、該第２の画像への画像送りを実行する第１の画像送り手段、
　前記第１の画像送り手段による前記第２の画像への画像送りが実行された後にさらに画
像送りが指示され、前記判定手段によって該第２の画像の次に表示すべき第３の画像を拡
大すると判定された場合、前記第１の画像の拡大表示において用いられ前記保持手段に保
持されていた拡大情報に基づいて該第３の画像を拡大して表示するように制御する第２の
画像送り手段
　として機能させるためのプログラム。
【請求項１９】
　記録媒体に記録した複数の画像を表示するように制御するコンピュータを、
　前記記録媒体に記録した画像を拡大表示する拡大表示手段、
　画像の拡大表示に用いた拡大位置を含む拡大情報を保持する保持手段、
　前記拡大表示された画像の拡大位置を移動する拡大位置移動手段、
　画像送りの指示を行うための画像送り指示手段、
　画像が拡大表示されている際に前記画像送り指示手段によって画像送りが指示された場
合、次に表示すべき画像の情報に基づいて、該次に表示すべき画像を拡大するか否かを判
定する判定手段、
　第１の画像が拡大表示されている際に画像送りが指示され、前記判定手段によって該第
１の画像の次に表示すべき第２の画像を拡大しないと判定された場合、該第２の画像を拡
大することなく、該第２の画像への画像送りを実行する第１の画像送り手段、
　前記第１の画像送り手段による前記第２の画像への画像送りが実行された後にさらに画
像送りが指示され、前記判定手段によって該第２の画像の次に表示すべき第３の画像を拡
大すると判定された場合、前記第１の画像の拡大表示において用いられ前記保持手段に保
持されていた拡大情報に基づいて該第３の画像を拡大して表示するように制御する第２の
画像送り手段
　として機能させるためのプログラムを記録したコンピュータが読み取り可能な記録媒体
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体に記録した複数の画像を表示する画像処理装置、画像表示方法、プ
ログラム、及び記憶媒体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、固体メモリ素子を有するメモリカード等を記録媒体として、静止画像や動画像を
記録再生する電子カメラ等の画像処理装置は既に市販されており、カラー液晶パネル等の
電子ファインダーを備える電子カメラも販売されている。これらの電子カメラによれば、
撮影前の画像を連続して表示して電子カメラの使用者が構図を決定することや、撮影した
画像を再生表示して確認することが可能である。
【０００３】
　さらに、画像を拡大表示した後、所定の操作部材を使用して、現在拡大表示中の画像の
拡大している部分を移動させる機能を有する電子カメラも知られている。この機能により
、撮影した画像の表示中、利用者は任意の部分を拡大表示しピントの確認などを行うこと
ができる。このような機能を有する電子カメラは、特許文献１及び２等において開示され
ている。
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【特許文献１】特開平１１－２７５４２６号公報
【特許文献２】特開平１１－３０８４９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、例えば連射によって撮影した複数の画像をまとめてピント確認したい場
合、これまでの画像表示機能のための操作部は複雑であり、その操作も非常に煩雑になる
ことがあった。すなわち、表示させた画像を拡大してさらに拡大位置を移動させ、その後
に、違う画像を拡大したい場合には、拡大を解除してから画像送りをし、再び拡大すると
いう操作を多くの操作部材を使用して行う必要があった。
【０００５】
　本発明は上記課題を鑑みて成されたものであり、拡大位置移動と画像送りのための操作
性を大幅に向上させた画像処理装置、画像表示方法、プログラム、及び記憶媒体を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明の画像処理装置は、
　記録媒体に記録した複数の画像を表示する画像処理装置であって、
　前記記録媒体に記録した画像を拡大表示する拡大表示手段と、
　画像の拡大表示に用いた拡大位置を含む拡大情報を保持する保持手段と、
　前記拡大表示された画像の拡大位置を移動する拡大位置移動手段と、
　画像送りの指示を行うための画像送り指示手段と、
　画像が拡大表示されている際に前記画像送り指示手段によって画像送りが指示された場
合、次に表示すべき画像の情報に基づいて、該次に表示すべき画像を拡大するか否かを判
定する判定手段と、
　第１の画像が拡大表示されている際に画像送りが指示され、前記判定手段によって該第
１の画像の次に表示すべき第２の画像を拡大しないと判定された場合、該第２の画像を拡
大することなく表示するよう制御する第１の画像送り手段と、
　前記第１の画像送り手段によって表示された前記第２の画像が表示されている際に画像
送りが指示され、前記判定手段によって該第２の画像の次に表示すべき第３の画像を拡大
すると判定された場合、前記第１の画像の拡大表示において用いられ前記保持手段に保持
されていた拡大情報に基づいて該第３の画像を拡大して表示するように制御する第２の画
像送り手段とを有することを特徴とする。
　また、本願発明の画像処理装置は、記録媒体に記録した複数の画像を表示する画像処理
装置であって、
　前記記録媒体に記録した画像を拡大表示する拡大表示手段と、
　画像の拡大表示に用いた拡大位置を含む拡大情報を保持する保持手段と、
　前記拡大表示された画像の拡大位置を移動する拡大位置移動手段と、
　画像送りの指示を行うための画像送り指示手段と、
　画像が拡大表示されている際に前記画像送り指示手段によって画像送りが指示された場
合、次に表示すべき画像の情報に基づいて、該次に表示すべき画像を拡大するか否かを判
定する判定手段と、
　第１の画像が拡大表示されている際に画像送りが指示され、前記判定手段によって該第
１の画像の次に表示すべき第２の画像を拡大しないと判定された場合、該第２の画像を拡
大することなく、該第２の画像への画像送りを実行する第１の画像送り手段と、
　前記第１の画像送り手段による前記第２の画像への画像送りが実行された後にさらに画
像送りが指示され、前記判定手段によって該第２の画像の次に表示すべき第３の画像を拡
大すると判定された場合、前記第１の画像の拡大表示において用いられ前記保持手段に保
持されていた拡大情報に基づいて該第３の画像を拡大して表示するように制御する第２の
画像送り手段
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とを有することを特徴とする、
【０００７】
　また、本発明の画像表示方法は、
　記録媒体に記録した複数の画像を表示する画像処理装置の画像表示方法であって、
　前記記録媒体に記録した画像を拡大表示する拡大表示工程と、画像の拡大表示に用いた
拡大位置を含む拡大情報を保持する保持工程と、
　前記拡大表示された画像の拡大位置を移動する拡大位置移動工程と、
　画像送りの指示を行うための画像送り指示工程と、
　画像が拡大表示されている際に前記画像送り指示工程によって画像送りが指示された場
合、次に表示すべき画像の情報に基づいて、該次に表示すべき画像を拡大するか否かを判
定する判定工程と、
　第１の画像が拡大表示されている際に画像送りが指示され、前記判定工程によって該第
１の画像の次に表示すべき第２の画像を拡大しないと判定された場合、該第２の画像を拡
大することなく、該第２の画像への画像送りを実行する第１の画像送り工程と、
　前記第１の画像送り工程による前記第２の画像への画像送りが実行された後にさらに画
像送りが指示され、前記判定工程によって該第２の画像の次に表示すべき第３の画像を拡
大すると判定された場合、前記第１の画像の拡大表示において用いられ前記保持工程に保
持されていた拡大情報に基づいて該第３の画像を拡大して表示するように制御する第２の
画像送り工程とを有することを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明のプログラムは、記録媒体に記録した複数の画像を表示するように制御す
るコンピュータを、
　前記記録媒体に記録した画像を拡大表示する拡大表示手段、
　画像の拡大表示に用いた拡大位置を含む拡大情報を保持する保持手段、
　前記拡大表示された画像の拡大位置を移動する拡大位置移動手段、
　画像送りの指示を行うための画像送り指示手段、
　画像が拡大表示されている際に前記画像送り指示手段によって画像送りが指示された場
合、次に表示すべき画像の情報に基づいて、該次に表示すべき画像を拡大するか否かを判
定する判定手段、
　第１の画像が拡大表示されている際に画像送りが指示され、前記判定手段によって該第
１の画像の次に表示すべき第２の画像を拡大しないと判定された場合、該第２の画像を拡
大することなく、該第２の画像への画像送りを実行する第１の画像送り手段、
　前記第１の画像送り手段による前記第２の画像への画像送りが実行された後にさらに画
像送りが指示され、前記判定手段によって該第２の画像の次に表示すべき第３の画像を拡
大すると判定された場合、前記第１の画像の拡大表示において用いられ前記保持手段に保
持されていた拡大情報に基づいて該第３の画像を拡大して表示するように制御する第２の
画像送り手段
として機能させるためのプログラムであることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の記憶媒体は、記録媒体に記録した複数の画像を表示するように制御する
コンピュータを、
　前記記録媒体に記録した画像を拡大表示する拡大表示手段、
　画像の拡大表示に用いた拡大位置を含む拡大情報を保持する保持手段、
　前記拡大表示された画像の拡大位置を移動する拡大位置移動手段、
　画像送りの指示を行うための画像送り指示手段、
　画像が拡大表示されている際に前記画像送り指示手段によって画像送りが指示された場
合、次に表示すべき画像の情報に基づいて、該次に表示すべき画像を拡大するか否かを判
定する判定手段、
　第１の画像が拡大表示されている際に画像送りが指示され、前記判定手段によって該第
１の画像の次に表示すべき第２の画像を拡大しないと判定された場合、該第２の画像を拡
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大することなく、該第２の画像への画像送りを実行する第１の画像送り手段、
　前記第１の画像送り手段による前記第２の画像への画像送りが実行された後にさらに画
像送りが指示され、前記判定手段によって該第２の画像の次に表示すべき第３の画像を拡
大すると判定された場合、前記第１の画像の拡大表示において用いられ前記保持手段に保
持されていた拡大情報に基づいて該第３の画像を拡大して表示するように制御する第２の
画像送り手段
として機能させるためのプログラムを記録したコンピュータが読み取り可能な記録媒体で
あることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、拡大位置を保持したまま、画像送りを行うことができる。したがって
、複数の種類の画像を拡大して確認するための操作性が大幅に向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。図１は、本発明に係る画像処理
装置の構成を示すブロック図である。図１において、１００は画像処理装置であり、本実
施形態では電子カメラの構成を備えるものである。
【００１２】
　１０は撮影レンズ、１２は絞り機能を備えるシャッター、１４は光学像を電気信号に変
換する撮像素子、１６は撮像素子１４のアナログ信号出力をディジタル信号に変換するＡ
／Ｄ変換器である。１８は撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１６、Ｄ／Ａ変換器２６にクロッ
ク信号や制御信号を供給するタイミング発生回路であり、メモリ制御回路２２及びシステ
ム制御回路５０により制御される。
【００１３】
　２０は画像処理回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６からのデータ或いはメモリ制御回路２２
からのデータに対して所定の画素補間処理や色変換処理を行う。また、画像処理回路２０
においては、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基
づいてシステム制御回路５０が露光制御回路４０、測距制御回路４２に対して制御を行う
、ＴＴＬ（スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出
）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理を行っている。さらに、画像処理回路２０にお
いては、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づい
てＴＴＬ方式のＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理も行っている。
【００１４】
　２２はメモリ制御回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生回路１８、画像処理
回路２０、画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、メモリ３０、圧縮・伸長回路３２を
制御する。Ａ／Ｄ変換器１６のデータが画像処理回路２０、メモリ制御回路２２を介して
、或いはＡ／Ｄ変換器１６のデータが直接メモリ制御回路２２を介して、画像表示メモリ
２４或いはメモリ３０に書き込まれる。
【００１５】
　２４は画像表示メモリ、２６はＤ／Ａ変換器、２８はＴＦＴ　ＬＣＤ等から成る画像表
示部であり、画像表示メモリ２４に書き込まれた表示用の画像データはＤ／Ａ変換器２６
を介して画像表示部２８により表示される。
【００１６】
　画像表示部２８を用いて撮像した画像データを逐次表示すれば、電子ファインダー機能
を実現することが可能である。また、画像表示部２８は、システム制御回路５０の指示に
より任意に表示をＯＮ／ＯＦＦすることが可能であり、表示をＯＦＦにした場合には画像
処理装置１００の電力消費を大幅に低減することが出来る。
【００１７】
　３０は撮影した静止画像や動画像を格納するためのメモリであり、所定枚数の静止画像
や所定時間の動画像を格納するのに十分な記憶量を備えている。これにより、複数枚の静
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止画像を連続して撮影する連射撮影やパノラマ撮影の場合にも、高速かつ大量の画像書き
込みをメモリ３０に対して行うことが可能となる。また、メモリ３０はシステム制御回路
５０の作業領域としても使用することが可能である。
【００１８】
　３２は適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ）等により画像データを圧縮伸長する圧縮・伸
長回路であり、メモリ３０に格納された画像を読み込んで圧縮処理或いは伸長処理を行い
、処理を終えたデータをメモリ３０に書き込む。
【００１９】
　４０は絞り機能を備えるシャッター１２を制御する露光制御回路であり、フラッシュ４
８と連携することによりフラッシュ調光機能も有するものである。４２は撮影レンズ１０
のフォーカシングを制御する測距制御回路、４４は撮影レンズ１０のズーミングを制御す
るズーム制御回路、４６はバリアである保護手段１０２の動作を制御するバリア制御回路
である。４８はフラッシュであり、ＡＦ補助光の投光機能、フラッシュ調光機能も有する
。
【００２０】
　露光制御回路４０、測距制御回路４２はＴＴＬ方式を用いて制御されており、撮像した
画像データを画像処理回路２０によって演算した演算結果に基づき、システム制御回路５
０が露光制御回路４０、測距制御回路４２に対して制御を行う。
【００２１】
　５０は画像処理装置１００全体を制御するシステム制御回路、５２はシステム制御回路
５０の動作用の定数、変数、プログラム等を記憶するメモリである。
【００２２】
　５４はシステム制御回路５０でのプログラムの実行に応じて、文字、画像、音声等を用
いて動作状態やメッセージ等を表示する液晶表示装置、スピーカー等の表示部であり、画
像処理装置１００の操作部近辺の視認し易い位置に単数或いは複数個所設置され、例えば
ＬＣＤやＬＥＤ、発音素子等の組み合わせにより構成されている。
【００２３】
　また、表示部５４は、その一部の機能が光学ファインダー１０４内に設置されている。
表示部５４の表示内容のうち、ＬＣＤ等に表示するものとしては、シングルショット／連
写撮影表示、セルフタイマー表示、圧縮率表示、記録画素数表示、記録枚数表示、残撮影
可能枚数表示、シャッタースピード表示、絞り値表示、露出補正表示、フラッシュ表示、
赤目緩和表示、マクロ撮影表示、ブザー設定表示、時計用電池残量表示、電池残量表示、
エラー表示、複数桁の数字による情報表示、記録媒体２００及び２１０の着脱状態表示、
通信Ｉ／Ｆ動作表示、日付・時刻表示、等がある。
【００２４】
　また、表示部５４の表示内容のうち、光学ファインダー１０４内に表示するものとして
は、合焦表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、シャッタースピード表示、絞り値
表示、露出補正表示、等がある。
【００２５】
　５６は電気的に消去・記録可能な不揮発性メモリであり、例えばＥＥＰＲＯＭ等が用い
られる。６０、６２、６４、６６、６８及び７０は、システム制御回路５０の各種の動作
指示を入力するための操作手段であり、スイッチやダイアル、タッチパネル、視線検知に
よるポインティング、音声認識装置等の単数或いは複数の組み合わせで構成される。
【００２６】
　ここで、これらの操作手段の具体的な説明を行う。６０はモードダイアルスイッチで、
電源オフ、自動撮影モード、撮影モード、パノラマ撮影モード、再生モード、マルチ画面
再生・消去モード、ＰＣ接続モード等の各機能モードを切り替え設定することが出来る。
【００２７】
　６２はシャッタースイッチＳＷ１で、不図示のシャッターボタンの操作途中でＯＮとな
り、ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＡＷＢ（オートホワイトバ
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ランス）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理等の動作開始を指示する。
【００２８】
　６４はシャッタースイッチＳＷ２で、不図示のシャッターボタンの操作完了でＯＮとな
り、撮像素子１２から読み出した信号をＡ／Ｄ変換器１６、メモリ制御回路２２を介して
メモリ３０に画像データを書き込む露光処理、画像処理回路２０やメモリ制御回路２２で
の演算を用いた現像処理、メモリ３０から画像データを読み出し、圧縮・伸長回路３２で
圧縮を行い、記録媒体２００或いは２１０に画像データを書き込む記録処理という一連の
処理の動作開始を指示する。
【００２９】
　６６は画像表示ＯＮ／ＯＦＦスイッチで、画像表示部２８のＯＮ／ＯＦＦを設定するこ
とが出来る。この機能により、光学ファインダー１０４を用いて撮影を行う際に、ＴＦＴ
　ＬＣＤ等から成る画像表示部への電流供給を遮断することにより、省電力を図ることが
可能となる。
【００３０】
　６８はクイックレビューＯＮ／ＯＦＦスイッチで、撮影直後に撮影した画像データを自
動再生するクイックレビュー機能を設定する。なお、本実施形態では特に、画像表示部２
８をＯＦＦとした場合におけるクイックレビュー機能の設定をする機能を備えるものとす
る。
【００３１】
　７０は各種ボタンやタッチパネル等からなる操作部で、メニューボタン、セットボタン
、マクロボタン、マルチ画面再生改ページボタン、フラッシュ設定ボタン、単写／連写／
セルフタイマー切り替えボタン、メニュー移動＋（プラス）ボタン、メニュー移動－（マ
イナス）ボタン、再生画像移動＋（プラス）ボタン、再生画像－（マイナス）ボタン、撮
影画質選択ボタン、露出補正ボタン、日付／時間設定ボタン等がある。
【００３２】
　８０は電源制御部で、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切り
替えるスイッチ回路等により構成されており、電池の装着の有無、電池の種類、電池残量
の検出を行い、検出結果及びシステム制御回路５０の指示に基づいてＤＣ－ＤＣコンバー
タを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体を含む各部へ供給する。８２はコネクタ
、８４はコネクタ、８６はアルカリ電池やリチウム電池等の一次電池やＮｉＣｄ電池やＮ
ｉＭＨ電池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプター等からなる電源部である。
【００３３】
　９０及び９４はメモリカードやハードディスク等の記録媒体とのインタフェース、９２
及び９６はメモリカードやハードディスク等の記録媒体と接続を行うコネクタ、９８はコ
ネクタ９２及び或いは９６に記録媒体２００或いは２１０が装着されているか否かを検知
する記録媒体着脱検知回路である。
【００３４】
　なお、本実施形態では記録媒体を取り付けるインターフェース及びコネクタを２系統持
つものとして説明している。もちろん、記録媒体を取り付けるインターフェース及びコネ
クタは、単数或いは複数、いずれの系統数を備える構成としても構わない。また、異なる
規格のインターフェース及びコネクタを組み合わせて備える構成としても構わない。
【００３５】
　インターフェース及びコネクタとしては、ＰＣＭＣＩＡカードやＣＦ（コンパクトフラ
ッシュ（登録商標））カード等の規格に準拠したものを用いて構成して構わない。
【００３６】
　さらに、インタフェース９０及び９４、そしてコネクタ９２及び９６をＰＣＭＣＩＡカ
ードやＣＦ（コンパクトフラッシュ（登録商標））カード等の規格に準拠したものを用い
て構成した場合、ＬＡＮカードやモデムカード、ＵＳＢカード、ＩＥＥＥ１３９４カード
、Ｐ１２８４カード、ＳＣＳＩカード、ＰＨＳ等の通信カード、等の各種通信カードを接
続することにより、他のコンピュータやプリンタ等の周辺機器との間で画像データや画像
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データに付属した管理情報を転送し合うことが出来る。
【００３７】
　１０２は、画像処理装置１００のレンズ１０を含む撮像部を覆う事により、撮像部の汚
れや破損を防止するバリアである保護部材である。
【００３８】
　１０４は光学ファインダであり、画像表示部２８による電子ファインダー機能を使用す
ること無しに、光学ファインダのみを用いて撮影を行うことが可能である。また、光学フ
ァインダー１０４内には、表示部５４の一部の機能、例えば、合焦表示、手振れ警告表示
、フラッシュ充電表示、シャッタースピード表示、絞り値表示、露出補正表示などが設置
されている。
【００３９】
　１１０は通信回路で、ＲＳ２３２ＣやＵＳＢ、ＩＥＥＥ１３９４、Ｐ１２８４、ＳＣＳ
Ｉ、モデム、ＬＡＮ、無線通信、等の各種通信機能を有する。１１２は通信回路１１０に
より画像処理装置１００を他の機器と接続するコネクタ或いは無線通信の場合はアンテナ
である。
【００４０】
　２００はメモリカードやハードディスク等の記録媒体である。記録媒体２００は、半導
体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２０２、画像処理装置１００とのインタ
フェース２０４、画像処理装置１００と接続を行うコネクタ２０６を備えている。
【００４１】
　２１０はメモリカードやハードディスク等の記録媒体である。記録媒体２１０は、半導
体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２１２、画像処理装置１００とのインタ
フェース２１４、画像処理装置１００と接続を行うコネクタ２１６を備えている。
【００４２】
　図２から図７を参照して、本実施形態の動作を説明する。図２は本発明を実装した電子
カメラの操作部材を示す図である。電源ボタン２０１は電子カメラの起動と終了に用いる
。メニューボタン２０２は撮影条件の変更や日付の設定、画像のプロテクトや削除といっ
たメニューへ入る時に使用するボタンである。また、各種設定モードを終了する場合にも
使う。決定ボタン２０３は選択項目の決定に用いる。本実施形態では拡大時に上下左右ボ
タンに割り当てられた機能を拡大位置移動機能と拡大画像送り機能に切り替えるときにも
用いる。表示ボタン２０４は画像に関する撮影情報の表示・非表示または電子ビューファ
インダーの表示・非表示を切り替える。左ボタン２０５は選択項目を左に移動する場合や
画像送りに用いる。右ボタン２０６は選択項目を右に移動する場合や画像送りに用いる。
上ボタン２０７は選択項目を上に移動する場合に用いる。下ボタン２０８は選択項目を下
に移動する場合に用いる。上下左右ボタンは通常拡大時には拡大位置移動に用いる。シャ
ッターボタン２０９は撮影モードで撮影する時に利用するボタンである。ズームボタン２
１０はズームレンズを駆動させるボタンであり左右に振ることで撮影対象の画角を変える
ことができる。
【００４３】
　また、画像再生時において、ズームボタン２１０は後述の拡大ボタンとしても機能する
。ズームボタン２１０をワイド側にスライドさせることで拡大モードに移行し、拡大モー
ドでテレ側にスライドさせることで拡大モードから抜けることができる。なお、スライド
回数と拡大倍率を対応づけて段階的な倍率調整操作ができるように構成してもよい。モー
ド切り替えスイッチ２１１は録画モードと再生モードを切り替える。液晶画面２１２は画
像を確認しながら撮影する場合に用いる。また撮影した画像の確認にも液晶画面２１２は
用いられる。
【００４４】
　図３は本実施形態における拡大モードへの移行処理を示すフローチャートである。この
処理は、システム制御回路５０の制御のもと実行される。
【００４５】
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　まず操作部材を使用した入力の有無を調べる（Ｓ３０１）。入力がなかった場合は入力
があるまで待つ。入力があった場合はそれが拡大ボタンだったかどうかを調べる（Ｓ３０
２）。拡大ボタン以外の場合、それぞれのボタンにあった処理へ進む（Ｓ３０３）。入力
が拡大ボタンだった場合は、拡大モードに移る（Ｓ３０４）。
【００４６】
　図４は拡大モードに入ってからの処理を示すフローチャートである。この処理は、シス
テム制御回路５０の制御のもと実行される。
【００４７】
　まず表示画像の拡大表示を行う（Ｓ４０１）。次に現在の拡大モードを通常にセットす
る（Ｓ４０２）。拡大モードには通常モードと拡大送りモードがある。つづいて通常モー
ドであることを示すガイダンスを表示する（Ｓ４０３）。
【００４８】
　拡大表示が完了したところで再び次の入力をチェックする。入力の有無を調べ（Ｓ４０
４）、入力がなかった場合は入力があるまで待つ。入力があった場合は現在の画像が拡大
表示されているかどうか調べる（Ｓ４０５）。拡大表示されていなければ、例外的なボタ
ン処理へ進む（Ｓ４０６）。すなわち、例えば、後述の動画像の通常表示状態（ステップ
Ｓ４１２後）でこのステップに移行し、その場合、左右ボタンの入力でステップＳ４０９
を実行し、決定ボタンの入力で動画像の再生が開始される。また、画像が壊れて拡大表示
ができないときも同様に処理される。
【００４９】
　次に入力が左右ボタンだったかどうか調べる（Ｓ４０７）。左右ボタンだった場合、現
在の拡大モードが通常かどうかを調べる（Ｓ４０８）。通常ではなく拡大画像送りモード
だった場合は、次の画像を読み込む（Ｓ４０９）。読み込んだ画像が拡大可能かどうかを
調べ（Ｓ４１０）、拡大可能なら後述のステップ４１５で保持された拡大情報に基づく拡
大表示を行い（Ｓ４１１）、拡大できなければ通常表示を行う（Ｓ４１２）。そのあと入
力待ちに戻る。拡大モードが通常だった場合は拡大位置を計算し（Ｓ４１５）、拡大表示
を行う（Ｓ４１６）。そのあと入力待ちに戻る。
【００５０】
　入力が上下ボタンだった場合（Ｓ４１３）、現在の拡大モードが通常かどうかを調べる
（Ｓ４１４）。拡大モードが通常だった場合は拡大位置を計算して、得られた拡大位置と
拡大倍率等を含む拡大情報をメモリ５２に保持させ（Ｓ４１５）、拡大情報に対応した拡
大表示を行う（Ｓ４１６）。そのあと入力待ちに戻る。通常ではなく拡大画像送りモード
だった場合は、入力待ちに戻る。
【００５１】
　入力が決定ボタンだった場合（Ｓ４１７）、現在の拡大モードが通常かどうかを調べる
（Ｓ４１８）。通常モードの場合、モードを拡大画像送りモードに変え（Ｓ４１９）、拡
大画像送りを表すガイダンスを表示し（Ｓ４２０）、入力待ちに戻る。現在のモードが拡
大画像送りモードの場合は通常モードに変え（Ｓ４２１）、通常モードを示すガイダンス
を表示し（Ｓ４２２）、入力待ちに戻る。入力が上下左右ボタンおよび決定ボタン以外の
場合は、それぞれのボタン処理に移る（Ｓ４２３）。
【００５２】
　図５は本実施形態の画像拡大時の画面の一例を示した。本例では画像５０１を表示した
状態で拡大ボタンを押すと拡大された画像５０２を表示し、それとともに現在の拡大位置
を示すインジケータ５０３と、左右に割り当てる機能を決定ボタンで拡大位置移動機能と
拡大画像送り機能に切り替えられることを示すガイダンス５０４を表示する。この状態で
決定ボタンが押されると、左右に割り当てられた機能を拡大画像送り機能に変える。左右
で拡大画像送りができるというガイダンス表示５０５を行う。
【００５３】
　図６は、連写撮影して得られた３つの静止画である、静止画６０１、静止画６０２、静
止画６０３をその順序で再生したときの表示動作を示す図である。拡大表示を行わずに画
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像送りを行った場合、静止画６０１、静止画６０２、静止画６０３の順序で表示が行われ
る。
【００５４】
　一方、静止画６０１を拡大させた画像６０４を表示させた状態で決定ボタンを押下し、
拡大画像送りモードに切り替えて画像送りを指示した場合、拡大送りモードのまま、動画
像６０２を拡大させた画像６０４を表示させ、その状態でさらに画像送りを行った場合、
動画像６０３を拡大させた静止画６０６を表示する。
【００５５】
　このとき、各画像のインジケータ表示からも明らかなように、各画像における拡大位置
と拡大倍率の情報は保持されたまま画像送りが実行される。なお、本実施形態では、連写
により得られた複数の画像の表示を例に説明を行っているが、ブラケット撮影により得ら
れた複数の画像を表示する場合でも、同様に説明できることはいうまでもない。
【００５６】
　図７は、互いに独立した画像である、静止画７０１、動画７０２、静止画７０３をその
順序で再生したときの表示動作を示す図である。拡大表示を行わずに画像送りを行った場
合、静止画７０１、動画の代表フレーム（例えば最初のフレーム）の静止画７０２、静止
画７０３の順序で表示が行われる。
【００５７】
　一方、静止画７０１を拡大させた画像７０４を表示させた状態で決定ボタンを押下し、
拡大画像送りモードに切り替えて画像送りを指示した場合、動画像７０２は拡大できない
画像のため拡大表示は行わず、動画像７０２と同様な画像７０５を表示する。その状態で
さらに画像送りを行った場合、拡大送りモードのまま次の拡大された静止画７０６を表示
する。このとき動画を表示した状態で動画再生を行うと拡大画像送りモードを抜ける。
【００５８】
　以上、図１から図７を用いて本発明に係る実施形態の説明を行った。本実施形態では、
動画再生した際に拡大画像送りモードを抜けるとしたが、そのまま保持することも可能で
ある。拡大画像送り状態で行う操作によってモードを抜けるものと、抜けないものがある
。本実施形態では動画再生で抜けるように設定してあるが、一枚消去などでは拡大を保持
したままでよい。
【００５９】
　また、本実施形態では、動画像に関しては拡大不能として拡大表示は行わないようにし
たが、これに限らず、例えば、画像が破壊されているために拡大不能な場合であっても、
同様な制御を行ってもよい。
【００６０】
　また、本実施形態では、左右ボタンや上下ボタン等を、拡大位置指定と画像送りのため
の共通部材とし、拡大モードに応じて、いずれかの機能の実行のために割り当てるように
したが、これに限るものではない。例えば、それぞれに専用の別部材を設けて、通常モー
ド及び拡大送りモードのどちらにおいても、両機能を実行できるように制御してもよい。
【００６１】
　また、本実施形態では、画像の拡大表示を指示するための拡大ボタンとして、ズームボ
タンを使用したが、これに限るものではなく、上下ボタンにより指示するようにしてもよ
い。
【００６２】
　また、本実施形態では、画像送りにおいて動画像の表示の際には拡大モードを抜けずに
次の静止画への画像送りを続けたが、動画像の表示後に拡大モードを抜けるように制御し
てもよい。
【００６３】
　また、記録画像のサイズは一定ではなく、例えば、６４０×７２０、１２００×１４０
０といった様々なサイズの画像が混在し、これらを一度に画像送りすることがありえる。
この場合は、画像全体の割合から拡大位置を計算するステップを、例えばステップＳ４１
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１においてさらに設け、算定結果に基づき表示させることで、画像全体に対する相対的な
位置と倍率が保持された画像送り表示が可能となる。
【００６４】
　また、カメラに筐体の縦横検知機能を備えさせた場合は、検知結果に応じて被写体を回
転させたものとして撮影されるので、同じサイズで撮影したとしても、ある画像は縦１２
００×横１４００、他の画像は１４００×横１２００といったように、縦横比が異なる画
像が記録されることとなる。この場合においても、画像全体の割合から拡大位置を計算す
るステップをＳ４１１において設け、算定結果に基づき表示させることで、画像全体に対
する相対的な位置と倍率が保持された画像送り表示が可能となる。
【００６５】
　また、記録媒体に画像が１枚しか記録されていないこともありえるが、この場合は、通
常の拡大モードによる表示のみが可能となるように左右ボタンや上下ボタン等の操作部材
の割り当てを制限し、画像送りそのものを出来ないようにしてもよい。
【００６６】
　（他の実施形態）
　本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコード
を記録した記憶媒体を、システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピ
ュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み出し実
行することによっても、達成されることは言うまでもない。
【００６７】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能
を実現することになり、プログラムコード自体及びそのプログラムコードを記憶した記憶
媒体は本発明を構成することになる。
【００６８】
　プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フレキシブルディスク
、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ
、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等を用いることができる。
【００６９】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実
施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュ
ータ上で稼動しているＯＳ（基本システム或いはオペレーティングシステム）などが実際
の処理の一部又は全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場
合も含まれることは言うまでもない。
【００７０】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれた
後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備
わるＣＰＵ等が実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって前述した実施形態の
機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明に係る画像処理装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明を実装した電子カメラの操作部材を示す図である。
【図３】拡大モードへの移行処理を示すフローチャートである。
【図４】拡大モードに入ってからの処理を示すフローチャートである。
【図５】画像拡大時の画面の一例を示す図である。
【図６】画像拡大時の画面の一例を示す図である。
【図７】画像拡大時の画面の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００７２】
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　２８　画像表示部
　５０　システム制御回路
　１００　画像処理装置
　２１２　液晶画面

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(16) JP 4455219 B2 2010.4.21

【図７】
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